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１．概要（Summary） 

芳香族ジスルフィドをモノマーとした酸化重合は室温大

気下の穏和な条件で進行し、ポリ(フェニレンスルフィド) 

(PPS)をはじめとした様々な芳香族ポリチオエーテルを与

える 1)。本研究ではPPSの側鎖にメチル基を導入したポリ

(チオ-2-メチル-1,4-フェニレン)を合成した。得られたポリ

マーは非晶性で汎用有機溶媒に可溶であり、高い屈折

率(nD = 1.75)を示した。また、モノマーにジフェニルジス

ルフィドを組み合わせることで無置換骨格を導入した共重

合体を合成し、最大屈折率(nD = 1.79)の透明樹脂を得

た。 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Schematic figure of copolymer synthesis by 

oxidative polymerization. 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・高性能分光膜厚測定装置 

【実験方法】 

 Fig. 1に従い、酸化重合によりPPSの誘導体であるメチ

ル置換 PPS および無置換骨格を導入した共重合体を合

成した。得られたポリマーをクロロホルムやトルエンなどの

有機溶媒に溶解させ、シリコンウェハ上にスピンコートまた

はドロップキャストすることにより製膜した。得られた薄膜サ

ンプルの膜厚を膜厚測定器により測定した後、分光エリプ

ソメーターに供すことによって、屈折率を測定した。  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

メチル置換 PPS および無置換骨格を導入した共重合

体はいずれのサンプルにおいても 1.7 を超える高い屈折

率 nD (D 線：589.3 nm)を示した。また共重合体では、無

置換骨格の導入比の増加に伴い屈折率が向上し、無置

換骨格を最も多く導入した共重合体において、最大屈折

率(nD = 1.79)を示した。これは、分子屈折率の高い硫黄

原子([R]S = 7.69)や芳香環([R]phenyl = 24.1)の含有率が

高くなったことに起因すると考えられる。 
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